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短　報

ア ル メ ニ ア ・ス ピ タ ク 地 震の 概況

石　　原 研　　而
＊

　ソ ビ エ ト連邦ア ル メ ニ ア 共和国の 北部地帯で ，

1988年12月 7 日，強 い 地震が発生 し，
ス ピ タ ク，

レ ニ ナ カ ン ，キ ロ ワ カ ン ，ス テ パ ナ バ ン の 4都市

と周辺に点在す る約20の集落が潰滅的被害を蒙 っ

た 。
マ グニ チ ュ

ー ドは7．0で ，震源は図
一 tに 示す

ご と く，ス ピタ ク の 北西約 10km に 位置 しそ の 深

さは 2〜5km で ，典型的な浅層直下型 の 地震 と云

え る 。 地震 と共 に ス ピ タ ク南部か らゲバ サ ール 村

に 向か っ て 長 さ約 10km の 断層が断続的に地表面

に現われ た （図
一・一　2）。 こ れ は，北側が最大 2m だ

け押し上 げ られ た右ずれ型 （時計方向廻 り）逆断

層で あ り，水平方向の最大ずれ量は 1．8m と云われ

　 　 　 　 　 　 10　　 20　　 50　　40　　 50km

図一1　 被災地周辺 の概要 （建設省　川島一彦氏 に よ る）
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図一2　 震源地域の 断層 の 位置

写翼一1　断 層 （右方が ス ピ タ ク ）

写翼一2　 断層付近 の 枯葉 の 焼跡

て い る 。 ス ピ タ ク西方約 5km に 位置す る

山頂 の 鞍部に 現われ た 最大鉛直変位 2m

の 断層の 模様を示した の が写真 一 1で あ

る 。 こ の 断層は ，シ ュ ラ カ ム ー ト村の 北

西部に 小さ い 露頭を現わ して い る が
， 更

に約20km 北西の 山岳部に 発生 した 3 つ

の 地す べ りの 位置に 繋 っ て い るもの と考

え られ る 。 なお
，

ス ピタ クやゲバ サ ー
ル

村近 くの 断層面の 近傍で は ， 地震 と共 に

数 ケ所で 発火現象が見 られ た そ うで
， 写

真一 2 に示すご とく， 枯草が線状に 燃え

た 焼跡が残 っ て い た。断層 の 位置や 余震

観測の結果か ら，地震の発生機構は
， 断

層線か ら60〜80
°

の角度で北 北東に 向 っ て

地下に潜入す る東西方向に 約40km ，南

北方向に 約 15km の 断層面が
，

ス ピ タ ク

か ら北西 西 に向っ て 破断 して 行 っ た，と

い う風に解釈す る こ とも可能 とされ て い る 。

　今回の 地震の 被害は，断層の 上盤で 震源の 直上

に位置す る ス ピ タ ク と シ ュ ラ カ ム ー ト村で 最 も著

しく
，

シ ュ ラ カ ム
ー

トで は家屋が 100％ 崩壊 し ，

ス ピ タ クで は 4〜 5 階建 の ア パ ー
トや

一
般 の 家屋

の ほ とん どが倒壊又は損傷 を受 け た 。被害率は，

ス ピ タ クで ほぼ 100％，レ ニ ナカ ン で 80％ ，
キ ロ ワ

カ ン で 20％程度 との こ とで あ っ た 。 犠牲者 の 総数

は約2万5000人 と云 われて い る。

　 ス ピ タ ク市は ，市の 中央 を通 っ て 西下す るパ ン

バ
ッ ク川周辺の 段丘地帯 に 発達 した 人 ロ 2万 7000

人の 工業都市で
，

パ ン バ
ッ ク川の 河川敷周辺の 低

地部 とそ れ をは さん だ南北 の 丘 陵部か ら成 っ て い

る。 低地部で は玄 武岩の風化土が卓越 し，地下水

面は地表面 下0．5〜1．Om と高 い が，高塑 性 の ね ば

ね ばし た粘土や シ ル トが多い せ い か 液状化は見 ら

れ なか っ た 。 こ こ で は ，
2階建の レ ス ト ラ ン （写

真一 3）や
一

階建の 石造民家がす べ て 崩壊 し た 。

低地部よ り30m ほ どの 高台 に な っ て い る丘陵部で

は 4〜 5階建の 補強石造集合住宅が 60棟 ばか り，

すべ て崩壊 し た 。 地盤 は，地表 5 〜15m の 深 さま

で火山性 の 泥流堆積物で ， レ キ
，

砂，粘土 の 混合

物か ら成 っ て い て ，地下水面は相 当深 く，全体的

に 良質な地盤 と云 え よ う。
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m の 深 さに も及ぶ とされて い る湖成層が 地震動の

長周期成分を増巾させ た可能性や ，相当堅い凝灰

岩が湖成層 の 上 を覆 っ て い る こ と の 影響等，地盤

と地震動の 関係に つ い て 興味あ る研 究課題を提供

して い ると云 え よ う。

　筆者は，ア ル メ ニ ア 地震緊急援助隊の
一

人 と し

て 現地を訪れ る機会を与え られ た が
， 援助隊の 派

遣 に 関 して お世話 い た だ い た ，国際協力事業団 ，

国土庁，外務省，ソ連大使館の皆様に心 よ り感謝

申 し上げる次第で あ る 。

写真一3　 ス ピタ ク市河川敷付近に ある 2階建

　　 　　 レ ス トラ ン の 崩壊

（原稿受理　平成元年 4月21日）

写翼一4　 レ ニ ナ カ ン 市北 部 の ア パ ーti群 の 崩壊

　 レ ニ ナカ ン は震源か ら35k 皿 西方に．位置す る人

口約30万人 の ア ル メ ニ ア 第 2の 古い 都市で ある 。

最 も目立 っ た被害は ，プ レ キ ャ ス ト鉄筋 コ ン ク リ

ート フ レ
ー

ム 構造の 9階建て ア パ ート群が約 100

棟林立す る居住地域で ，その ほ とんどが崩壊 し，
一帯が ガ レ キ の 海 と化 した こ とである （写真一 4）。

こ れ は，市の 北部郊外で の被害で あ るが ，市の 中

心部で も， 3階建て の 無補強組積造の集合住宅が

多数倒壊 した 。 レ ニ ナカ ン は ，第 3紀の 厚 い 湖成

層の 上 に洪積 ・沖積の 砂 レ キや 周辺の火山活動に

由来す る凝灰岩が堆積 した地層構造を持 っ て おり，

場所に よ っ て 土 質が異 な っ て い る 。 そ の た め か被

害の 分布に も極所性が表われて い る 。 250m 〜300
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